
8)高齢者 ASD の手術予後に ついて
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均 55.i)ナ6.5歳う術後観察別間 l.0--5.7年 月!-11勺二i.51

であった.術後 NYHA は死亡と PH 持続の2例を除

き改 善した.術後左砿 左室∴唖｣大行室:よ縮小 し (｢′1､lt

は10%減少 したが}術後 NYHA 2度以上の有産親許

は術前全例 pH であ り,左房,左室,右室は願症状群

と比べ太であ り,MR,TR,Af,の合併が多かつた.

9)解離性 大動脈棉i･こ対する1)ング付き'/ラフ

ト法の手術成績

丸山 行夫 細 管 敏夫 (荒鮎 車ちぎり病院)

江口 昭治 (新潟大学第二外科)

ljyダ付きダラブ トを使周 した解離性太動脈痛に対す

る手術 万法‖∴ 1971と昌トハ JT('S ∴ I)un-こIL1上,右上

ぴ Ablazaらが,同時に報告 したもので,新潟大学第

二外科では,1979年に自作の uンダ付 きグラフ トを伺

い,同様の手術を解離性大動脈癖に行 った.その後 これ

までに且5例を経験 したが,本法の利点および術後の問題

点 鮎明らかになってきたため, これまでの経験をもとに

報告する｡)

15例の内訳は,女性 8例 や男性 7例で予平均年齢は願Bi

歳.急性期 l型9例 ･酢急性期 I里1刑 ･急性期 Il里二

側 ･急性期Lnこ1型1例 ･慢性期mb型L)例-~鳥;い､∴∴

病院死は,急性 王塾9例中の4例で,遠隔死は3例,

現在生存中の症例は8例,最長生存例は9年10カ月にな

ら.

遠隔期の問題 としては, リング固定のために使用 した

チ-プにより大動脈壁が圧迫壊死に陥 り,動脈感の再発

の起 こる6I能性があることであ り,十分な経過観察が必

要である.

息O)EA くカテ -テル電気焼 灼 法 )が有 効で あ っ

た虚血性 持続 型心 室 性頻 拍 の 1例
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春谷 蔓草 砂坂下 勲 (同 胞郡外科)

産室起源の薬剤難治性心室頻拍 (VT)に対 し,直流

通電にLL:,ニIL1leL-trirLllt､こIthelL､llこIhlこili(lnLliIC.,lll,蛋:試
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I-Jl.f二.症例は 7 lu7歳 里 性 . 陳 旧 性 心 拍 梗 塞 LT〕既 往 が fJ刊 ,

持続型 Vrl､LJ)心拍数は約 15t卜210min で.動惇及び

胸部不快感を訴えるが,意識は保たれていた. 電気教理

検査をこよる薬効評価では,各種薬斎服こ対 し抵抗性を有 し,

患者が手術療法を望 まないため ECA を行 うことに L

た.VT を誘発下に心内膜マ ッピングを行い,心腔内電

位(')最 早削恥無部位封 司定 した後に 1･:(∴へ を子~i--､†∴

cm 離れ pace-mappimgで同じQRS波形を得た部位

(liこISloliL･I)OtHltialL11~1r)l'1 (')記録 さ畑 上部位に 10()J

2回放電 した書その後臨床的 VT は誘発 されな くなっ

た. この時の放電部位は, -度 目に比較 して約 2,0cm

離れていた,虚血性 VT をこおいて も,ECA の成否に

は 放 電 部位 が 墓 要 で あ る 率 を示す1例であった中
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当院をこて施行 した経度的僧帽弁交連裂開術 津TMC),

摘例の成績を報告する.

iO例の平均年令は,52±8才,女性 9例,男性 1例で

あった. 8例で血行動態の改善を得たi l例で心酔 中隔

穿刺の不成功, ま例で脳梗塞の合併症が発生 した.血行

動態の改善を得た8例瑚曽帽弁口面積及び僧帽弁圧較差

は,それぞれ,PTMC前で1,02±0,23cm2摘.7上吏0月7

‖11Jtl∴i5±0.i.10Lllド11了l,lI).o+1.3111mHgで守-､た.

121僧帽弁町'紺】パ PT九:LICl称 JTl帰 朝成 績

-PTMe 滝に二畑 十る運 動耐 杏能 ハ
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f新潟大学第-内科)

(富農 駕葦 病 院)

当科において IyrMCを施行 した10症例および新潟

市民病院において PTMC を施行 した 1症例について,

PTMC 施行後をこおけ る 運 動 耐 容 健 の 改 善 に つ い て 検 討

を行 った.
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